
第 2写・議案

谷和 5年 第 21期 生徒会理 こつ い て

「成 長」
生徒会が掲げるテーマは「成長」です。

今年度の生徒会の活動基準、そして活動に対する評価基準は。成功したか、失敗したかではなく

できるか、できないかでもありません。取り組みが「成長」につながるかどうかです。

これから私たちが取り組むすべてのことは、一人ひとりの、今帰仁中みんなの「成長」につなが

るものなのか、それを基準にして生徒会活動を組み立てていきます。

この、私たちみんなの「成長Jを 実現するために、成長を支える3つの下位目標をたてました。

上 戦

私たちは、挑戦していきます。それはどんなに小さく、わずかなことでもいいし、挑戦した結果が失敗

に終わってもいいと考えています。「大事なのはJ【戦すること」。

今できることだけしかやらなかったら私たちは成長しません。立ち止まり続けることは後退と同じで

はないでしようか。だから今の時点ではできないことに、私たちは挑戦していきます。たとえ、その結果

が失敗に終わつても、きっとそれは成長に繋がると信じているから、挑戦していきます。

そのような文化を執行部だけでなく、専門委員会や学級、学級に生み出していけるよう私たちは取

り組みます。そのような文化を今帰仁中に築いていけるよう、私たちは挑戦していきます。

楽しお

どんな活動の中にも楽しさを創りだすことを目指します。

常に「成長」が「上位日標」です。でも、「楽しむ」ことをいつでも「中,せ 日標Jに置きます。

楽しんで「挑戦」する、「みんな」で楽しむ、その楽しさの中で「成長」していくことを目指します。

楽しさには、その場では楽しくなくても、時間をかけたら楽しみに変わるものがあります。私たち生徒

会は特に、時間をかけて変わることを追求していきます。

日の前の楽しさだけでなく、時間をかけて、それぞれが関わって「楽しさ」を創りだし、その中で成長

していく文化を今 l帰仁中に築いていけるよう、私たちは挑戦していきます。

金 ニ

何を持って成長なのかはそれぞれ違います。何を持って挑戦となるのかも一人一人違います。何が

楽しいのかも一人一人違います。だから全員にとって iOO点の工解を出すことは私たちにはできませ

ん。しかし、そんな違うみんなを大切にしながら、一人一人を大切にする。そう、私たちは決意します。

それは「同質」になることではなく、違いを認め合いながら「同志」を目指す試みです。同じになるの

ではなく、成長という同じ方向を向く仲間になることを目指す営みです。

それが私たちの考える全員であり、私たちの目指す「全員成長」です。
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